


















構想としては、自己表現活動のコンポーネントとCB Iのコンポーネントと Show& Tell活動
のコンポーネントを設定して、漢字と漢字語葉の体系的な指導も含めて上記の目標を達成するこ
とを意図した。












































OU Sカリキュ OU Sにお 総合日本語CEF Rのレベル
ラムの課程 けるレベル 科目の名称、
c C2 600レベル一熟達使用者 c 1 専門臼木路線程 500レベル JA500 
82 400レベル JA400 
B 




















































































































































































































































































































































































































































構成される。 N I Jは「A New Approach to 
Intermediate JapaneseJの略称で、JA 1 0 0と
JA20 0で使用で使用されているNE J (A New 
Approach to Elementary Japanese）に続く、 JA 
250の中心となる現在開発中の教材の名称である。
NI Jは、 自己表現活動コンポーネントとCB Iコン
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膏 字形 : -L.. 十
ム十月
Lnurture 
月朝腹背
育
音
イク ー＋教
青飼宵育児 （人材）育成
そだ
苛If 育てる
-ss-
